(別添様式１- １)
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学芸術大学院大学費
	事業名:　校内システム整備費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　商工労働部　情報科学芸術大学院大学　総務課　電話番号：0584-75-6600
　　　　　　　　　　　E-mail：c21905@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,307千円（前年度予算額：1,829千円）

	事業内容


	１　事業の内容


教育研究活動に必要な校内システムの整備に係る事業である。

　校内システムの整備は、教育・研究を行っていく上のインフラ整備であり必要不可欠である。このことは、調達した機材の消耗品を補充し、維持していく側面もある。

　今後、大学全入時代を迎えるにあたり、インフラ環境の整備にとどまることなく、魅力ある学校づくりに向け、学生のニーズや最新技術の動向を追求・分析し、教育内容の検討と連動しながら、校内システムの設備整備について、的確に推進する。 
	２　所要経費


予算要求額

2,307千円

（１）消 耗 品費
1,000千円

　　　ソフトウェアアップグレード、プロジェクタ用ランプ、プリンタトナー等
（２）委　託　費
  100 千円
　　　機器設置費用等
（３）備品購入費
1,207 千円

　　　作品製作用3Dプリンタ、作品展示用大型液晶TV等
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅲ 誰もが活躍できるふるさと岐阜県づくり
１ 若者が力を発揮できる地域をつくる
・地域の企業ニーズに応じた地域主導型の産業人材の育成・確保に取り組む
	２　これまでの取組状況


各教員から提出される購入機器リストを基に、学内委員会（システム委員会）でその必要性及び優先順位等を審議し、教授会で承認されたものを導入している。
	３　これまでの取組に対する評価


最新の技術動向、カリキュラムとの連動及び学生・教員のニーズ等を分析し、特に学生のニーズが高いものを優先し、学校運営に必要なものを随時取り入れることができた。
	１月２０日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,829
	
	
	
	
	
	
	
	1,829

	要求額
	2,307
	
	
	
	
	
	
	
	2,307

	1月20日時点査定額
	2,307
	
	
	
	
	
	
	
	2,307

	決定額
	2,307
	
	
	
	
	
	
	
	2,307


